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1　はじめに

　タマネギは主産地の供給量が少ない 6～ 8月が端境
期で、露地野菜の中でも機械化により労働時間が少な
く、水田転作にも対応する品目である。
　青森県ではタマネギ栽培は栽培例が少ないが、端境
期の生産が見込まれ、今後水田転作ほ場での栽培拡大
が期待される。
　しかし、主産県である北海道や兵庫県等とは気象や
日長条件が異なる上、購入できる品種も限られている
ため、青森県における長日性品種の冬春播き作型につ
いて安定生産技術を確立する目的で各種試験に取り組
んできた。
　本報告では、青森県における長日性タマネギ品種の
冬春播き作型のための適品種の選定とマルチ被覆の影
響について検討した。
　なお、本報告は、農林水産省委託プロジェクト研究

「広域・大規模生産に対応する業務・加工用作物品種
の開発」及び「実需者のニーズに応じた加工適性を持
つ野菜品種等の開発」（平成 26 ～ 30 年度）で得られ
た試験結果である。

2　試験方法

　（1) 適品種の選定
　試験は (地独 )青森県産業技術センター野菜研究所

（青森県上北郡六戸町（以下、野菜研究所とする））の
露地圃場で行った。
　供試品種は「ネオアース」、「もみじ 3 号」、「マル
ソー」、「レネゲード」、「ホクトボール」、「カロエワン」、

「ポールスター」、「札幌黄」、「オーロラ」、「ケルたま」、
「月輪 2号」、「シビア」、「アリソン」の 13 品種であり、
このうち 2014 年は 8品種、2015 年は 4品種、2016 年
は 6 品種、2017 年は 6 品種、2018 年は 3 品種をそれ
ぞれ供試した。2014 年 2 月 24 日、2015 年 2 月 25 日、
2016 年 2 月 25 日、2017 年 2 月 22 日（「マルソー」の
み 3 月 4 日）、2018 年 2 月 13 日に 200 穴セルトレイ
に播種し、2014 年はガラス温室（温度管理 12℃以上）、
2015～2018年は無加温ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ（温床電熱線5℃設定）
で育苗した。培土にネギ用育苗培土を用い、育苗中に
はﾊｲﾎﾟﾈｯｸｽ 1000 倍希釈液 2回追肥した。
　 定 植 は、2014 年 4 月 17 日、2015 年 4 月 30 日、
2016 年 4 月 26 日、2017 年 4 月 25 日、2018 年 4 月
13 日に行った。栽植様式は、2014 ～ 2016 年は畝幅
150cm　株間 15cm　条間 25cm　4 条植えでマルチ栽培

（黒マルチ使用）し、2017、2018 年は畝幅 170cm　株
間 12cm　条間 24cm　4 条植えで無マルチ栽培とした。
施肥は、2014、2016 ～ 2018 年は窒素：リン酸：加里
＝ 15:18:15(kg/10a)、2015 年は窒素：リン酸：加里
＝ 25:30:25(kg/10a) をそれぞれ施用した。
　面積・区制は 1区あたり 40 株で 3区制とした。
　収穫物は、雨よけハウス内で乾燥後、収量・品質を

調査した。腐敗球の調査は、2014 年、2017 年、2018
年は外観のみで判定し、2015 年、2016 年は外観と球
内を観察して判定した（図 1）。
　（2) マルチ被覆の影響
　試験は野菜研究所の露地圃場で行った。
　供試品種は 2015 年が「もみじ 3 号」のみ、2016 年
が「もみじ 3号」、「カロエワン」、「オーロラ」、「ケル
たま」とし、2015 年 2 月 25 日、2016 年 2 月 15 日に
200 穴セルトレイに播種し、無加温ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ（温床電
熱線 5℃設定）で育苗した。培土にネギ用育苗培土を
用い、育苗中にはﾊｲﾎﾟﾈｯｸｽ 1000 倍希釈液 2回追肥した。
　定植は、2015 年 4 月 30 日、2016 年 4 月 25 日に行っ
た。栽植様式は、畝幅 150cm　株間 15cm　条間 25cm
4 条植えで、マルチ区には黒マルチを使用した。施肥
は、2015 年は窒素：リン酸：加里＝ 25:30:25(kg
/10a)、2016 年は窒素：リン酸：加里＝ 15:18:15(kg
/10a) をそれぞれ施用した。
　面積・区制は 1区あたり 40 株で 3区制とした。
　収穫物は、雨よけハウス内で乾燥後、収量・品質を
調査した。腐敗球の調査は、外観と球内を観察して判
定した。

3　試験結果及び考察

　（1) 適品種の選定
　結果を表 1 に示した。2014 年は全般に収量レベル
が低く、腐敗も多い状況であったが、その中でも比較
的腐敗が少なく、商品収量の多い 4品種を再検討と判
定した。2015 年は、供試 4品種の収量はいずれも多く、
1 品種を有望、3 品種を再検討とした。2016 年は品種
間差が大きく、腐敗と分球が特に少なかった「オーロ
ラ」を有望、「もみじ 3 号」、「ケルたま」を再検討と
判定した。2017 年は、腐敗率と分球率が少なかった 4
品種について有望と判定した。2018年は 3品種のうち、
腐敗率がやや多かった「オーロラ」のみを再検討とし、
「もみじ 3号」、「ケルたま」は有望と判定した。
　以上の結果から、複数年にわたって有望ないしは再
検討と判定した「オーロラ」、「もみじ 3号」、「ケルた
ま」、「マルソー」の 4品種を適品種として選定した。
　この結果は、青森県太平洋側地域で実施した結果で
あるが、青森県日本海側地域で実施した奥ら 4) の結
果では、本試験より倒伏期がやや早いものの、腐敗の
少ない「ケルたま」及び「マルソー」を本作型に適す
る品種としており、今回選定した 4品種は青森県全域
に適するものと考えられた。
　（2) マルチ被覆の影響
　播種後約 50 日にあたる生育盛期の生育状況を表
2 に示した。2015 年は無マルチ区が生育は優ったが、
2016 年は 4品種ともマルチ区が生育は優った。
　収量については表 3に示した。倒伏期は全般にマル
チ区が早かった。球径と調製重もマルチ区が多く、総
収量もマルチ区が優った。しかし、障害については、
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マルチ区で腐敗や分球の発生が多かったことから、商
品収量は無マルチ区が多かった。
　黒マルチの被覆により生育促進され、収量が向上す
る結果は過去にも報告されている 1,2) が、腐敗や分球
の発生については特段報告されていない。今回の腐敗
については東北地域で見られる細菌によるりん茎腐敗
5) と同様と考えられ、発病適温が 30℃以上とされて
いる 3) ことから、マルチ被覆時にマルチ下が高温に
なることが腐敗を助長している可能性が示唆された。

4　まとめ
　
　適品種の選定では、腐敗や分球等の障害の発生が少
なく、商品収量が多い品種を選定した結果、「オーロ
ラ」、「もみじ 3号」、「ケルたま」、「マルソー」の 4品
種を適品種として選定した。また、マルチ被覆の影響
については、マルチ被覆により地上部の生育が促進さ
れ、倒伏期を早め、地下部の肥大を大きくする効果が
あるものの、腐敗や分球が多く発生するため、商品収
量はマルチをしない方が多かった。
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図１ タマネギ内部の 
腐敗状況(2016年) 

試験 マルチ
年次 の有無 生葉数 総葉数 葉長 葉鞘径

(枚) (枚) (cm) (mm) (月.日) (月.日) (mm) (g) (kg/10a) (kg/10a) 欠株 腐敗 分球
有 8.9 － 52.7 14.0 7.22 7.30 80 222 3,738 2,904  0 18 13
無 9.4 － 57.0 14.8 7.22 7.30 69 159 2,801 2,568  1  4  5
有 7.9 11.0 48.8 14.2 7.13 7.19 92 326 5,796 5,068  0 13  7
無 6.8  9.8 33.3 11.2 7.25 7.25 93 344 6,122 5,034  0 16  1
有 6.9 10.1 36.3 11.3 7.25 8. 1 89 314 5,586 3,607  0 34 13
無 6.5  9.5 30.2  9.9 7.29 8. 4 86 307 5,324 5,214  3  2  3
有 7.1 10.4 39.0 12.7 7.27 8. 4 91 310 5,510 3,880  0 28 13
無 6.5  9.6 30.8 10.6 8. 1 8. 4 86 269 4,786 3,996  0 17  3
有 6.9 10.8 40.6 11.7 8.19 8. 4 79 267 4,560 1,080  5 77 13
無 6.5 10.1 32.5 10.0 8.19 8. 4 73 230 2,933 1,672 28 41  6

注１）生育盛期の生育状況の調査は、2015年が定植50日後、2016年が定植49日後に実施。
２）倒伏期：4～6割の株が倒伏した日。
３）障害の発生は、収穫個数に対する障害発生個数の割合。

障害の発生((%)倒伏日 収穫期 球径 調製重 総収量 商品収量
生育盛期の生育状況

品種名

2016

2015 もみじ3号

オーロラ

もみじ3号

ケルたま

カロエワン

試験 品種名 倒伏日 収穫期 球径 調製重 収量 商品収量 判定

年次 (月.日) (月.日) (mm) (g) (kg/10a) (kg/10a) 腐敗 分球

ネオアース － 7.18 56 83 1,756 － 12  0 ×

もみじ3号 － 7.23 59 98 2,080 － 31  0 △

マルソー － 7.28 71 165 3,395 － 65  8 △

レネゲード － 8. 7 60 110 2,220 － 90 14 ×

ホクトボール － 8.21 66 150 3,222 － 69  1 △

カロエワン － 8.21 63 143 3,131 － 94  1 △

ポールスター － 8.21 62 111 2,311 － 82  5 ×

札幌黄 － 8.21 56 102 2,132 － 85  0 ×

もみじ3号 7.22 7.30 78 212 3,738 2,904 18 13 △

マルソー 7.29 8. 3 78 216 3,799 2,835 26  9 ○

ホクトボール 7.30 8. 3 74 197 3,469 2,598 28  0 △

カロエワン 8. 3 8. 7 73 215 3,783 2,287 41  1 △

オーロラ 7.15 7.25 91 326 5,793 4,841 16  3 ○

もみじ3号 7.25 8. 1 91 343 5,940 3,310 43 21 △

ケルたま 7.29 8. 4 92 324 5,753 3,585 36 15 △

月輪2号 8. 3 8. 4 87 294 4,832 2,066 56  6 ×

ホクトボール 8. 3 8. 4 84 281 4,871   673 85  5 ×

カロエワン 8.12 8. 4 81 291 4,996 1,113 78 17 ×

オーロラ 7.21 7.28 85 267 5,228 5,171  1  0 ○
シビア 7.22 7.28 80 236 5,283 2,986  8 33 ×
もみじ3号 7.28 7.30 79 233 4,202 4,130  8  1 ○
ケルたま 8. 2 8. 7 81 236 4,628 4,619  0  0 ○
アリソン 8. 2 8. 7 82 229 4,489 3,593 23  5 ×
マルソー 8. 3 8. 7 79 237 4,609 4,567  1  1 ○
オーロラ 7.20 7.27 80 223 3,543 3,543 16  0 △
もみじ3号 7.23 8. 2 77 224 4,327 4,309  1  0 ○
ケルたま 7.30 8. 7 82 258 4,891 4,891  3  0 ○

注１）倒伏期：2014年は5～7割の株が倒伏した日。2015～2018年は4～6割の株が倒伏した日。
２）障害の発生は、収穫個数に対する障害発生個数の割合。
３）判定 ○：有望、△：再検討、×：打ち切り
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表１ 品種別収穫調査結果 

表２ マルチ被覆の有無が生育及び収穫物に及ぼす影響 

図１ タマネギ内部の 
腐敗状況(2016年) 

試験 マルチ
年次 の有無 生葉数 総葉数 葉長 葉鞘径

(枚) (枚) (cm) (mm) (月.日) (月.日) (mm) (g) (kg/10a) (kg/10a) 欠株 腐敗 分球
有 8.9 － 52.7 14.0 7.22 7.30 80 222 3,738 2,904  0 18 13
無 9.4 － 57.0 14.8 7.22 7.30 69 159 2,801 2,568  1  4  5
有 7.9 11.0 48.8 14.2 7.13 7.19 92 326 5,796 5,068  0 13  7
無 6.8  9.8 33.3 11.2 7.25 7.25 93 344 6,122 5,034  0 16  1
有 6.9 10.1 36.3 11.3 7.25 8. 1 89 314 5,586 3,607  0 34 13
無 6.5  9.5 30.2  9.9 7.29 8. 4 86 307 5,324 5,214  3  2  3
有 7.1 10.4 39.0 12.7 7.27 8. 4 91 310 5,510 3,880  0 28 13
無 6.5  9.6 30.8 10.6 8. 1 8. 4 86 269 4,786 3,996  0 17  3
有 6.9 10.8 40.6 11.7 8.19 8. 4 79 267 4,560 1,080  5 77 13
無 6.5 10.1 32.5 10.0 8.19 8. 4 73 230 2,933 1,672 28 41  6

注１）生育盛期の生育状況の調査は、2015年が定植50日後、2016年が定植49日後に実施。
２）倒伏期：4～6割の株が倒伏した日。
３）障害の発生は、収穫個数に対する障害発生個数の割合。

障害の発生((%)倒伏日 収穫期 球径 調製重 総収量 商品収量
生育盛期の生育状況

品種名

2016

2015 もみじ3号

オーロラ

もみじ3号

ケルたま

カロエワン

試験 品種名 倒伏日 収穫期 球径 調製重 収量 商品収量 判定

年次 (月.日) (月.日) (mm) (g) (kg/10a) (kg/10a) 腐敗 分球

ネオアース － 7.18 56 83 1,756 － 12  0 ×

もみじ3号 － 7.23 59 98 2,080 － 31  0 △

マルソー － 7.28 71 165 3,395 － 65  8 △

レネゲード － 8. 7 60 110 2,220 － 90 14 ×

ホクトボール － 8.21 66 150 3,222 － 69  1 △

カロエワン － 8.21 63 143 3,131 － 94  1 △

ポールスター － 8.21 62 111 2,311 － 82  5 ×

札幌黄 － 8.21 56 102 2,132 － 85  0 ×

もみじ3号 7.22 7.30 78 212 3,738 2,904 18 13 △

マルソー 7.29 8. 3 78 216 3,799 2,835 26  9 ○

ホクトボール 7.30 8. 3 74 197 3,469 2,598 28  0 △

カロエワン 8. 3 8. 7 73 215 3,783 2,287 41  1 △

オーロラ 7.15 7.25 91 326 5,793 4,841 16  3 ○

もみじ3号 7.25 8. 1 91 343 5,940 3,310 43 21 △

ケルたま 7.29 8. 4 92 324 5,753 3,585 36 15 △

月輪2号 8. 3 8. 4 87 294 4,832 2,066 56  6 ×

ホクトボール 8. 3 8. 4 84 281 4,871   673 85  5 ×

カロエワン 8.12 8. 4 81 291 4,996 1,113 78 17 ×

オーロラ 7.21 7.28 85 267 5,228 5,171  1  0 ○
シビア 7.22 7.28 80 236 5,283 2,986  8 33 ×
もみじ3号 7.28 7.30 79 233 4,202 4,130  8  1 ○
ケルたま 8. 2 8. 7 81 236 4,628 4,619  0  0 ○
アリソン 8. 2 8. 7 82 229 4,489 3,593 23  5 ×
マルソー 8. 3 8. 7 79 237 4,609 4,567  1  1 ○
オーロラ 7.20 7.27 80 223 3,543 3,543 16  0 △
もみじ3号 7.23 8. 2 77 224 4,327 4,309  1  0 ○
ケルたま 7.30 8. 7 82 258 4,891 4,891  3  0 ○

注１）倒伏期：2014年は5～7割の株が倒伏した日。2015～2018年は4～6割の株が倒伏した日。
２）障害の発生は、収穫個数に対する障害発生個数の割合。
３）判定 ○：有望、△：再検討、×：打ち切り
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無マルチ区が多かった。 
黒マルチの被覆により生育促進され、収量が向上する

結果は過去にも報告されている 1,2)が、腐敗や分球の発
生については特段報告されていない。今回の腐敗につい
ては東北地域で見られる細菌によるりん茎腐敗 5)と同様
と考えられ、発病適温が 30℃以上とされている 3)こと
から、マルチ被覆時にマルチ下が高温になることが腐敗
を助長している可能性が示唆された。 

４ まとめ 

 適品種の選定では、腐敗や分球等の障害の発生が少
なく、商品収量が多い品種を選定した結果、「オーロ
ラ」、「もみじ 3 号」、「ケルたま」、「マルソー」
の 4 品種を適品種として選定した。また、マルチ被覆
の影響については、マルチ被覆により地上部の生育が促
進され、倒伏期を早め、地下部の肥大を大きくする効果
があるものの、腐敗や分球が多く発生するため、商品収
量はマルチをしない方が多かった。
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